仔牛が 厭きて 頭 を ぶらぶら 振 つ てゐ ましたら 向 ふの 

あかぎ つね 

丘の 上 を 通りかかった 赤 狐が 風の やうに 走って 来 ま 

した。 

さく 

「おい、 散歩に 出よ うぢ やない か。 僕が この 柵 を 持ち 

あげて ゐ るから 早くく ぐって おしま ひ。」 

い まへ あし 

仔牛 は 云 はれた 通り まづ 前肢 を 折って 生え 出した ば 

かりの 角 を 大事に くぐし それから 後肢 をち、 V めて 首尾 

よく 柵 を 抜けました。 二人 は 林の 方へ 行きました。 

狐が 青 ぞらを 見て は 何べ んも タンと 舌 を 鳴らし まし 

た。 

そして 二人 は 樺 林の 中の ペチ ユラ 公爵の 別荘の 前 を 



「おい、 お前の 足 はどうして さう がたがた 鳴 るんだ 

い。」 赤 狐 は 振り返って 顔をしかめて 仔牛 をお どし ま 

した。 仔牛 ははつ として 頸 をち、 V めながら、 な あに 僕 

は 一向 家の 中へ なんど 入りた くないん だが、 と 思 ひま 

した。 

へや に 

「この 室へ は ひって 見よう。 おい。 誰か 居たら 遁げ出 

すんだ よ。」 赤 狐 は 身 構へ しながら 扉 を あけました。 

「何 だい。 こ、 は 書物ば かりだい。 面白くな いや。」 

狐 は 扉 をし めながら 云 ひました。 支那の 地理の こと を 

書いた 本なら 見たい な あと 仔牛 は 思 ひました がもう 狐 

がさつ さと 廊下 を 行く もんです から 仕方なく 又つ いて 
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